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はじめに

オオトラツグミＺｂ０"Ｉｅ７ｗﾉ"伽ﾉ′は，奄美大島だけに生息し，その佃体数はきわめて少な

く，生息域と環境が限定され，絶滅に瀕している（石田1995,奄美野,鳥の会1997,石田ほ

か’998)．冬期に同所的に生息する近緑の隣接個体群と、外部形態が異なり，独特の声でさ

えずり、独立した繁殖個体群を形成しているので（石ljj･樋1.11990,商ほか1999)，独立種

として扱われることが多い（BirdLifelnternational2001，Sibleyl996)．本砿の繁殖生態は

ほとんど解明されておらず，巣についての記戦は，抱卵il1に放莱された巣を発兄した断片的

な記録がｌ例あるのみだった（Ｋｈａｎ＆Yamaguchi2000)．2000年の繁ｌｌＩＵＵｌに，初めて，２

巣の巣立ちまでの営巣行動を観察したので、報告する．

調査地および調査方法

鹿児島県大島郡（奄美大脇）瀬戸内町の巣（以下巣１とする）は，2000年４月29日に第２

苫者の藤本が冬虫夏草の調査''１に発見し，同じく宇検村の巣（以ド巣２とする）は，2000年

５月１１円に鳥類を含めた森林環境と人の利川状況を把握するための森林巡視''１に発兇した．

凶内法および保談管理体制に不術がある現状では，不特定の観察･肴が本睡の営巣環境に不必

要に接近する可能性があるために,正確な位溌は公表しない.また,Ｋｈａｎ＆Yamaguchi(2000）

の報告した巣（以ド巣３とする）を，、勝者らも､'１:接観察し，記録したので，比!鮫盗料とする．

発見した巣の観察は．巣への彩糾を雌小限にすることを念頭にして，主として第一普者の

商が１人で行ない，巣からｉＩ１１:線で30ｍ以上離れた職の後ろの，巣からはほとんどみえず，また

樹冠が閉鎖していて上空の捕食-片等からもみえないと考えられる位溌に，ブラインドを置い

て．その中で行なった．また，同様の注意のもとで，ビデオカメラを設祇して、観察と同時

に録画と録音を行なった．

距離をとって観察したことと巣が暗い場所にあったことから，直接観察によって記録でき

たことは少なかった．石Illと商が撮影したビデオテープを全てみて，記録内詳を画像と商声
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表１．オオトラツグミの３つの巣の特徴

Table1.NestcharacteristicsofZ､耐"or．

急斜面

照葉樹壮齢林

岩棚

約1.6ｍ

約10ｍ

12.6ｃｍ

11.7cｍ

38.4cｍ

24.2cｍ

23.5cｍ

67.2cｍ

5.6cｍ

8.9cｍ

２☆☆

２

０(1)

特徴 巣１ 巣２ 巣３※

２

２(1)

周辺の地形

周囲の植生

営巣位殴

地上高

樹冠高＊

最大内径

最小内径

内周

最大外径

最小外径

外周

深さ

高さ

一腹卵数

瞬化ヒナ数

巣立ちヒナ数

7２

急斜面

照葉樹壮齢林

フカノキ枝

約11ｍ

約15ｍ

から確認した．石田は，Khan氏が巣３を撮影したビデオ映像もみた．

巣１は，４月30日から５月12日までの５日間，合計325分間観察した．巣２は，５月１４日か

ら６月２日までに１１日間，合計1705分間観察した．

０

＊：目測による

歯衝:騨化前約10日時点の卵数

※:Ｋｈａｎ＆YamagUchi(2000)の報告した巣について，著者らが確認した事項．
()は，その可能性もあった推定値を示す．

結果

1．巣の環境と形態

３巣の主要な特徴を表ｌに示した．

巣１は，やや明るい林内の，高木のツケモチ／“gOsAie"sjSの木の又にあった．周辺は，

比較的開けているが，小さい谷状になった地形の中にあった．大人が地上から手を伸ばせば

とどく位箭にあった．

巣２は，東向きの斜面の暗い林床にある大きな岩の側面の窪みにあった．巣の下側はほぼ

垂直で，周囲にシダの葉などがかぶさり，ヘビなどの地上からの捕食者が近づきにくく，周

囲から目立たない場所であった．

巣３は,西向きの斜面の比較的暗い林冠にあり，人間にとっては５ｍ以上の梯子を使わない

と登るのが困難な位置にあった．なお，Ｋｈａｎ＆Yamaguchi（2000）は，和文抄録で樹種の

和名を誤ってスダジイと記述しているが，営巣した木の和名は，正しくはフカノキである．



表２．オオトラツグミの2000年の繁殖期の営巣経過
Table20bservationschedulesofthetwonests．

観察事項

発見

ヒナ（給餌）確認

ヒナの羽づくろい初認

親鳥が（昼間）抱雛しない

巣立ち

巣１

４月29日

４月29日

５月８日

５月８日

５月12日

巣２

５月１１日

５月22日

６月２日

６月２日

６月２日（捕食）

7３

2．巣ｌの経過

表２に，2000年に観察した２つの巣の営巣経過と観察された主要な行動を示した．

４月29日に発見したときに，巣ｌには，まだ羽毛が生えておらず，目も開いていない，ふ

化直後と思われるヒナが２羽いた．４月30日に，３５分間観察したところ，オオトラツグミの

親鳥が巣に入るのを観察し，本種の巣であることを確認した．５月２日の25分間の観察!|'に、

１回，ミミズがヒナに給餌された．ミミズを巣まで運んで来る個体と，抱雛をし，運ばれた

ミミズを受け取ってヒナに直接給餌した個体は別であった．

５月８日の115分間の観察'１１に，親鳥は4回ミミズを給餌し，１回はミミズとバッタと思わ

れるものを同時に給餌した．食物を運んで来た個体がヒナに直接給餌した場合と，抱雛して

いた個体が受け取ってから給餌した場合の両方があった．また，親鳥がヒナの総排池口から

直接，ヒナの糞を食べて飲み込んだ．

５月１２日の午前７時10分から観察したところ，１羽のみが巣に残っており，ミミズの給餌

を２回受けた後，７時37分に巣立った．巣立ち後，付近で親鳥と思われる個体が「ケシ，ケ

シ」というような声を出しながら，翼を時々パッと広げる偽傷行動と思われる行動をとって

いた．観察者は，すぐに観察機材等を片づけ，現場を去った．

3．巣２の経過

巣２は，５月11日に巡視のために巣の前を通過したときに，親鳥が飛び立ったために発見

することができた．このとき，巣内には卵が２つあった．５月20日には，巣の外にいた個体

から抱卵していた個体に求愛給餌が行なわれた．また，抱卵中の個体が頻繁に体の位涜を変

えたり，卵の位置を変えるようにくちばしでさわるのが観察された．ふ化の徴候に親鳥が反

応していたのだと考えられる．

５月22日に，２羽のヒナがふ化した．５月23日の206分の観察中に，親鳥は3回給餌し，少

なくとも１回はミミズを給餌した．親鳥が糞を２回食べた．５月27日の195分の観察｢'１に，ミ

ミズを１１回給餌した．５月29日の243分の観察中に17回給餌した．ヒナに与えられたのは少な

くとも１１回がミミズ，少なくとも４回が木の実のような黒い丸いもの，１回は緑色の青虫だ

った．この日，雛は頻繁に頭を上げ，巣の縁からそのくちばしが見えた．抱雛していた個体

は，そのたびに立ち上がって巣のへりによけていた．

６月２日は，午前８時22分から観察とビデオ撮影を始めた．ヒナは，朝からさかんに羽づ
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くるいをしていた．また，頻繁に「チイチイ」という声を出していた．親鳥は，ヒナを抱い

ていなかった．約300分間の観察中に親鳥は18回給餌し，少なくとも７回ミミズを給餌し，１１

回はビデオ映像が暗く不鮮明で不明だった．糞を食べたほか，２回，おそらく同じ個体が糞

を巣外へ運び出した．また，ヒナが１ないし２回，ペリットのようなものを吐き出した．

１３時30分ごろ，親鳥のチーという強い警戒声が聞こえ，ヒナがじっと伏せた．警戒声はく

り返された．１３時33分に，巣にハシブトガラスＣＯ》'zﾉ"s〃2ααり血wc〃0ｓが飛来し，ヒナの内

の１羽の頭をくちばしでくわえて飛び立った(ビデオ映像による確認)．このとき，親鳥の１

羽が，ハシブトガラスに体当たりしたようにみえた．ハシブトガラスが巣からどいた直後に，

残った１羽のヒナが巣から走るように飛び出した．その後，カメラの録音によると，親鳥の

強い警戒声が続いたほかに，１３時36分ごろ「クワックワ」という，巣１の例からオオトラツ

グミの親鳥が偽傷行動などをとっているらしい声がし，１３時41分には，「クワワ，ビューイ，

ビリリ」などの大きな声が聞こえた．これらの音声から，残りの１羽も補食された可能性が

大きいと判断された．

ただし，ハシブトガラスの捕食行動の後，親が巣の近くで採食しているのが観察された．

この個体は，ミミズをくわえて谷のシダの茂みに飛んで行った．また，翌日の６月３日に，

巣の付近で親鳥の警戒声が聞かれた．これらの観察から，巣立ちビナの１羽が生存していた

可能性もあった．

4．巣で観察された親鳥の行動

巣２で，抱卵中に警戒していると思われる時に出した「ツィー，ツィ～」という声は，ア

カヒケＥﾉ伽α婚ルo加ａｄｂ”の警戒声に似ていた．巣に滞在しているメスと思われる個体は，

抱卵時に雄と思われる個体が近くに来ると，「ツィッ｣，「ツィッ」と短くくぎって鳴き交わす

ことが何度かあった．メスと思われる個体は，抱卵時に雄と思われる個体から餌を受け取る

ときに，鳥類一般のつがい内の求愛給餌のときや幼烏が給餌を受けるときのように羽をバタ

バタさせた．

5．卵の形態

巣２で観察した２つの卵のうち，１個は薄茶色の無紋で，１個は３分の１ほどに斑点があ

った．トラツグミＺ”2〃αの卵にも無紋と斑点タイプがあI)，一腹のうち１個の色が濃く

斑が不鮮明であることが知られている（清棲1980,Crampl985)．また，オオトラツグミの

卵は，文献にあるトラツグミの卵より大きく少し細長いように見えたが，卵の記録について

は，親鳥への影響や捕食者に見つかる可能性を避けるために短時間に写真搬影をするにとど

めた．
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考察

1．営巣環境

巣１では８回中８回，巣２では49回中少なくとも30回，おそらく４０回までミミズが給餌さ

れたことから，オオトラツグミにとって，地上性の大型土壌動物，特にミミズが重要な食物

資源となっていることが確認された．オオトラツグミは，近縁のトラツグミと異なり，狭い

地域に定着しており，ツグミ類の中でもっとも大型の体を持った個体群であることから（石

田・樋口1990)，年間を通して豊富に大型土壌動物が得られることが，特にヒナにも給餌す

る繁殖期には，亜要な環境選択の要素となっていると考えられる証拠が新たに加わった．現

在，環境省によるオオトラツグミ保護増殖事業の一環として，オオトラツグミの生息地にお

けるミミズ等大型土壌動物の現存量と地上付近の湿度変動が調査されている(石田ほか未発

表)．これらの結果を参照して，オオトラツグミの生存を保証するための環境保全や，失われ

た森林環境の再生を目指すことが，本種の保謹にとってもっとも重要である（石111ほか

'998)．

2．捕食者

石田･植田(1995)は,林縁の人家のそばにあったオーストンオオアカケラ〃ＣＯ雌ｓ〃"の/Ｏｓ

ＯｚＵｓｍ"/の巣において，ハシブトガラスが定期的に飛来して営巣状態を確認し，巣立ち後間

もない若鳥がハシブトガラスに発見されて捕捉されたことを報告し，ハシブトガラスに発見

されやすい場所にあるオーストンオオアカケラの巣の多くが，巣立ち雛を捕食されている恐

れが高いことを指摘した．巣２において，巣立ち近くの雛がハシブトガラスによって捕食さ

れたことは，ハシブトガラスが，奄美大島の鳥類の多くにとっての捕食者として，また，生

存個体数が極めて少ない本種（奄美野鳥の会1997）の絶滅率を高める要因として，重要な役

割を担っている可能性を示唆する．

巣２は，巣の周辺の状況から判断して，ハシブトガラスに発見されやすい位置にはなかっ

たと思われる．しかし，録音をもとに判断すると，巣１にくらべて巣２の親鳥は頻繁に声を

出しており，出入りも多く，ハシブトガラスなどの捕食者に対する警戒行動が不一ｌ･分であっ

た可能性がある．録音では，巣２周辺におけるハシブトガラスの活動が，巣１や，オオトラ

ツグミの噛りが聞かれる場所の周辺にくらべて特別に高いことはないと考えられた．また，

巣の近くにカラスがくり返し接近していたことは，観察できなかった．

いずれにしても，林道等が多く建設され，奄美大島のすべての森林が断片化し，本来開け

た環境を好むやや大型の捕食者であり雑食者であるハシブトガラスが，オオトラツグミの巣

に偶然接近して巣を発見したり，森林内に侵入しやすくなっている状態がある．また，自然

観察や散策のためにオオトラツグミの生息する森林に来る人間の出す生ゴミなどに誘引され

て，オオトラツグミの生息地周辺でのハシブトガラスの個体数も増加していると推測される．

オオトラツグミを含めた奄美大島のすべての森林性固有極にとって，ハシブトガラスによる

捕食圧が大きくなっていることは，保護対策を講じる上で考慮しなければならない．
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要約

2000年４月29日と５月11日に，オオトラツグミの巣を発見し，それぞれ巣立ちおよび巣立ち間際ま

で，５日間に325分と11日間に1,705分，直接観察とビデオ撮影を行なって，営巣行動を記録した．両

者とも閉鎖した森林内にあった．前者の巣は,地上約1.8ｍのツケモチの木の又にあり，２羽のヒナが

５月l2Flに巣立った．後者の巣は,地上役1.6ｍの岩棚にあり，巣立ち間近と思われた２羽のヒナがい

た巣が６月２日にハシブトガラスに襲われた．どちらの巣でも，ヒナには主にミミズ類が給餌され，

本種の繁殖にとってミミズが豊富に生息する環境が亜要であることが示唆された.ハシブトガラスが

重要な捕食者の１つと考えられ，その捕食圧を下げることが,本種の絶滅率を低下させるのに役立つ

方法の１つだと考えられる．

本報に関連する情報や英文による説明を以下のＵＲＬで閲覧できる：http://forester､ufa.u,tokyo､ac．

jp/~ishiken/Ａｍａｍｉ／
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Thefirstobservationofthebreedingprogressofthecriticallyendangered
●

ＡｍａｍｉＴｈｒｕｓｈＺｂｏｉＡｅｍｌ"〃0γ

MikioTakashi1,KatsunoriFujimoto2,KazunoriKawaguchi1，

HidemiKawaguchi1＆KenlshidaL3

LAmamiOmithologists'Club,Naze,Kagoshima894-0026,Japan

2.AmamiForestManagementOffice,Rinyacho,Naze,Kagoshima894-0015,Japan

３.UniversityofTokyo,Bunkyo-ku,Tokyoll3-8657,Japan

（correspondingauthor,ishiken＠uf､a､u-tokyo,acjp）

ＴｈｅＡｍａｍｉＴｈｒｕｓｈＺ”《Z/bγisendemictoAmamiOshima,asmallislandintheRyukyuislands

ofsouthwestJapan、ＷｅｆｏｕｎｄａｎｅｓｔｗｉｔｈｔｗｏｎａｋｅｄｎｅｓｔｌｉｎｇｓｏｆＺ加町oγｏｎＡｐｒｉｌ２９ａｎｄ

ａｎｏｔｈｅｒｗｉｔｈｔｗｏｅｇｇｓｏｎＭａｙｌｌ，2000．Thefirstauthorobservedandrecordedthenestling

behaviorwithavideocamera,for325minutesoverfivedaysatthefirstnestandl705minutes

overelevendaysattheother、Bothnestswereconstructedunderclosedcanopy・Ｔｈｅｆｏｒｍｅｒ

ｗａｓｌｏｃａｔｅｄａｔａ1.8ｍｈｅｉｇｈｔｆｏｒｋｏｆａｈｏｌｌｙｔｒｅｅ〃cxgosA”"sis,ａｎｄｔｈｅｔｗｏｙｏｕｎｇｆｌｅｄｇｅｄｏｎ

Ｍａｙｌ２・Ｔｈｅｌａｔｔｅｒｗａｓｌｏｃａｔｅｄｏｎａｌｅｄｇｅｏｆａｌａｒｇｅｒｏｃｋａｔａｈｅｉｇｈｔｏｆ1.6ｍ．Thetwo

nestlingswhennearlyfledgedwerepredatedbyaJungleCrowCo”Ｉ心抑ｚａｃｍﾌｶw7cAosonJune

2・Allthenestlingsweremostlyfedearthworms・

Awelldevelopedforesthabitatwithabundantearthwormsinhumidgroundispresumably

necessaryforthesurvivalofthiscriticallyendangeredspecies,ｏfwhichtherewereonlyslightly

morｅｔｈａｎ５０ｓｉｎｇｉｎｇｂｉｒｄｓｉｎｔｈｅｅａｒｌｙｂreedingseason，

JungleCrowsnowintrudeintothematureforestmorefrequentlyowingtoitsfragmentationbv

clear,cuttingofforestareasandbyroadconstructionMeasuresshouldbetakentoreverse

fragmentationoftheforestｉｎｏｒｄｅｒｔｏｅｎｓｕｒｅｔｈｅｓｕｒｖｉｖａｌｏｆｔｈisspecies．

Ｋの'ｔ《ﾉo旅た:Ａ加α"ＩｉＴＡ”fsA，〃Ｃｓ/,ｐ”“o》;／bo‘閥esoI"℃c,／b''9s／ルα6"f

ThereadercanreferdetailsofthisreportandotherinformationinEｎｇｌｉｓｈａｔｔｈｅＵＲＬ，

http://forester､uf､a.u,tokyo､acjp/~ishiken/Ａｍａｍｉ.e／


